
〔寄生虫学雑誌第30巻第５号457-465頁，1981,10〕

神奈川県における大複殖門条虫症の第２例と
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大複殖門条虫Ｄ/PZogo"妙oγ,`ｓｇ｢α"α/ｓ（Blanch‐

ard，1894）は，長崎県の２８歳のｌ男性事務員から炭鉱

病院長の中村惣一郎医師が駆虫し，それを飯島・栗本

(1894）が始めて人体寄生例として報告してから今日ま

でにわが国のみから（StylesandTaylor，１９２０が東洋

より帰国した兵士の糞便から本虫卵を疑わせる虫卵を見

出し報告している）８０数例が,主として静岡県(20例),鳥

取県（15例)，長崎県（15例)，島根県（６例)，福岡県

（５例)，愛媛県(４例)，高知県(４例)，熊本県(３例)，

鹿児島県（３例）の沿岸住民から報告され，その他の地

区としては三重県，広島県(各２例)，宮崎県，大分県，

岡山県，大阪府，和歌山県，京都府，愛知県，神奈川県

から各１例ずつ報告されている．

著者らは昭和55年暮に神奈川県において大複殖門条虫

症の患者に遭遇し，硫酸パロモマイシンを用いて完全駆

虫することが出来たので，藤沢・金子（1957）の神奈川

県の第１例に続く大複殖門条虫症の第２例日として，ま

た本条虫が硫酸パロモマイシンにより完全駆虫出来るこ

とを以下に報告する．

寄生虫部に依頼された．その駆虫までの約1カ月近くの

間は（12月17日駆虫）毎朝必ず数回の下痢を生じ，また

第１回の虫体自然排出後は４日に１度位の割合で５回程

の虫体排出をみている．

家族歴：特記すべきものはない．

既往歴：子供の頃から左耳難聴．

血液検査：次の如く異常なし

赤血球442×144,ヘマトクリット値41.6％，血色素量

14.09/dl；平均赤血球血色素量32.8p９，平均赤血球血色

素濃度33.3％，平均赤血球容積98β３，網状赤血球８％，

血小板23.6万，白血球7,300（好酸球４％，分節核好中

球66％，好塩基球１％，単球３％，リンパ球26％)．

血清所見：鉄72ug/dｌ（若干少い)，総鉄結合能224

ug/dl；Alk-phosphatase5､8％，ＧＯＴ１８，ＧＰＴ１３，

CholinesteraseO,７，ＬＤＨ２６２，ＢＵＮ１５．５ｍｇ/dl，

CreatineL2mg/d1．

免疫検査：ＩｇＧ800ｍｇ/100ｍ１，ＩｇＡ213ｍｇ/100ｍＩ

(若干正常値より高い)，ＩｇＭ40ｍｇ/100ｍ1,ＩｇＥ３１ｍｇ／

100,1．

尿検査：次の如く異常なし．

蛋白質（－)，糖（－)，ウロピリノーゲン(正常)，ピ

リルピン（正常)，沈澄（正常)．

食物の嗜好：患者は普段より生魚（ァジ，カツオのた

たき，シラスの生等）を好んで食べており，本年７月４

～５日頃に北海道でサケの刺身を，１０月３１日頃にも三宅

島でハマチ，トコブシ，クロダイ，アマエピ等を生で食

べている．

駆虫：影井・林（1980）の報告にもとずき，駆虫に

先立って前日の夕食は消化の良いものを平常の半量程摂

食するように指示し，駆虫日の朝食はとらず，１０時より

症例

患者：杉○寿○，５１歳，男子，国鉄職員．神奈川県平

塚市在住．

現病歴：昭和55年11月20日朝，急激な下痢を起こし，

その後同月２６日朝に約３ｍの乳白色ひも状のものが排

出されたので，近くの医院を訪ずれて受診，糞便検査が

行われた結果，広節裂頭条虫卵とおぼしき虫卵が見出さ

れたので，広節裂頭条虫症と診断され，その駆虫を予研
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老熟虫体の横断切片標本ではPhoto､５あるいは９に

みるように角皮層は10.9ﾉﾘ，その下部に縦走筋及び横走

筋が明瞭に認められ，横走筋層は１０～38/ｚで,縦走筋層

は３４～99βであった．皮質層は多角形の細胞で満たさ

れ，更に直径１５～24〃の小濾胞よりなる卵黄腺(大きさ

88～l33lu，Photo､５）が存在し，皮質層の厚さは122～

141〃であった．髄層の厚さは115～142/uで，２組の生殖

器と円形の睾丸（Photo､６）がほぼ一層に配列し，１対

の神経幹（Photos､５，８）及び排泄管(Photos､９，１０）

が認められた．

神経幹（Photos､５，８）は生殖器と片節側縁との中間

よりやや内側を縦走し，背腹に長い楕円形で，その大き

さは長径54.3～108.5’，短径43.4～86.8｣ｕであった．

睾丸（Photo､６）は直径８８～119ノリの大きさを有し，

髄層内に一列に配列していた．睾丸の数は横断切片では

両生殖器間に約19個，生殖器の両外側野にそれぞれ17～

20個，総計5４（49～59）個が認められた．

排泄管（Photos､9,10）は生殖器と片節側縁との中間

よりもやや生殖器寄りに，生殖器と神経幹の間を縦走

し，断面の計測値は長径15.2～16.3/`,短径13.0～14.1ICI
であった．

矢状断切片標本ではPhoto,１１にみる様に髄層内に片

節の上縁近くに陰茎嚢があり，背腹に長い楕円形をし，

長径444～599,u，短径258～281βで，生殖孔は腹面に開

口していた．陰茎嚢の壁の厚さは１１～18βであった

(Photo､１２)．

貯精嚢（Photo12-vs）は陰茎嚢の後端にあり，陰茎

嚢の長軸に対してほぼ直角に位置し，縦走筋に接して後

方に向う長楕円球形をしていた．貯精嚢の計測値は長径

283～287'．短径178～218β，嚢壁の厚さは33～39〃であ
った．

卵巣(Photo､７－０）は陰茎嚢と反対の子宮後端にみら

れたが，切片では25β×13’の細胞からなる５４/‘×213ノリ
の細胞塊としてとらえられた．

糞便内虫卵(Photo､１３）は極めて広節裂頭条虫卵に似

ているが，縦径がやや短かく，１０％formalin固定で軽

くカバーグラスで圧平した虫卵は褐色短楕円形で，前極

は後極に比しやや鈍であり，その部に小蓋がある．計測

値は長径64.4(59.7~66.8池,短径47.9(45.6~49.7)ﾉﾘ,

卵蓋幅22.3（19.5～243)/zで，卵殼側部の厚さは比較

的厚く2.7（2.4~3.0ルであった.卵内容は多数の卵黄

細胞がみられるが，卵細胞を区別することは困難であっ

た．

硫酸パロモマイシン(Aminosidine)の投与を開始した．

硫酸パロモマイシンは50ｍｇ/kｇを３０分間隔で３回（総

量3,500ｍｇ，各回の投与量は１，０００ｍｇ，1,000ｍｇ及び

1,500ｍｇ）にわけて投与し，投薬２時間後に塩類下剤と

して209の硫酸マグネシウムを温水に溶かし，大量の水

と共に飲用せしめた．

硫酸マグネシウム飲用約１時間後に排便をみたが，虫

体は含まれておらず（但し，その排便時の糞便検査で広

節裂頭条虫卵に似た虫卵と横川吸虫卵を見出す)，更に

１時間後の排便で老，成熟片節を含む長さ4.1ｍの虫体

排出を認めた．その後，更に１時間後に頚部から未熟片

節を含む約１ｍの虫体の排出を見たが，頭節は発見出

来なかった．しかし，約１カ月後の検便では両種虫卵と

も検出し得ず，完全駆虫が行われたものと解釈した．

駆出虫体所見

駆出虫体は全体で約5.1ｍ(初回排出部分はPhoto､１に

示した４．１，，２回目排出部分はPhoto､２－１ｍ)，最大

幅21ｍｍで，前半は薄く，成熟，老熟片節は厚く，生

鮮標本でもPhotoβに見る様に２組の生殖器が並んで

いるのが肉眼的にも明瞭に観察され，DjPZogo"”oγ"ｓ

属の条虫であることがわかった．なお２回目に排出され

た虫体前半部はかなり融解しており，頭節も発見出来な

かった(Photo､２)．

体節の一部はシャウジン液固定による全体封入へマト

キシリン染色標本及び10％formalin液固定片節の各方

向からの連続切片標本を作成し，ヘマトキシリン・エオ

ジンあるいはＧｏｍｏｒｉのトリクローム染色を行ってそ

の形態を観察した．

老熟片節の全体封入圧平染色標本(Photo､４）では縦径

２～３ｍｍ，横径22～25ｍｍで，幅に比べて各片節の前

後径が極めて短小で，その辺縁はやや鋸歯状であった．

片節中央部分近くに２個の不整形の生殖器が認められ，

その厚さは切片標本で1.27～1.38ｍｍであった．

生殖器は片節の前端近くに位置し，体幅の’/3～'/５の

等間隔で分けられる．縦に長く，腹面には陰茎嚢，卵形

ないし球形の貯精嚢があり，貯精嚢の壁はかなり厚い．

それに続いて６～９旋回する子宮が認められ，子宮内に

は多数の虫卵が充てんされていた．

卵黄腺は子宮と生殖孔のまわりをのぞく皮質層に極め

て多く配置されており，髄層内の睾丸は中央近くでは殆

んど認められず，側縁で認められた．卵巣はわずかに認

められた．

（６８）
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なお成熟片節の後方部はPhotql4のように基本的に

は老熟片節と変らなかったが，今回の虫体では硫酸パロ

モマイシンによりmicrotrichesあるいは角皮層の欠損

が観察された．また卵黄腺は老熟片節同様著明であっ

た．睾丸も生殖孔と子宮をとりまく部分をのぞいた髄層

に極めて顕著にみられ，老熟片節にくらべると特に２つ

の生殖器の問に多くみられたが，その数は横断切片では

両生殖器の問に約10～15個，生殖器の両外側野にそれぞ

れ14～22個と老熟片節とはあまり変らなかった．卵巣は

老熟片節に比べて子宮末端で大きく広がっているのが観

察された（3.4ｍｍ～0.9ｍｍ)．成熟片節前方部において

は後方部に比べてPhoto､15の様にかなりの融解がみら

れた３

未熟片節では硫酸パロモマイシンによりPeotol6の

様に角皮下層並びに皮質層まで融解が進み認めることが

出来なかった．

一方，鯨複殖門条虫は北欧ノルウェー近海で捕獲され

たイワシクジラの腸から採集したものをL6nnbergが

1892年に報告したものであるが，飯島・栗本（1864)，

Blanchard（1894）は共にこの論文の引用を行っておら

ず，原記載はみていないものと考えられる．

所が1899年，Liiheは裂頭条虫類の分類を手がけた

際，鯨複殖門条虫も大複殖門条虫も共に２組の生殖器

をもつことから，先取権のあるL6nnberg（1892）の

DiP/ogo"ＯＰＯγ"Ｓを属名とし，Ｋγα66eα属は抹殺した．

そのことは栗本（1901）も第２例月の報告時にそれを認

め，従って爾来，大複殖門条虫はDiPZogo"OPO,ws

gγα"伽（Blanchard，1894）Liihe，１８９９の学名が使用

されている．しかし，岩田（1940）は成熟標準片節の形

態では鯨複殖門条虫と大複殖門条虫との区別は出来ない

と報告し，更に萩市海岸で採集した鯨複殖門条虫と人体

症例からとり出された虫体との比較結果からは，両者の

異同については断定は下し得ないが，おそらく大複殖門

条虫の学名は，.〃αe"opZem1eとすべきで，，.ｇγ‐

α"肋はそのSynonymであり，和名は複殖門条虫と

すべきであると報告している（岩田，1965,1967,

1969)．このＤ、９ｍ"伽がＤ・Ｍａｃ"oがｃ７ａｃの

Synonymであるという見解はすでにRausch（1964）

も表明している．

同様に加茂ら（1966)，ＫａｍｏｅｒａＺ（1968）及び加茂

ら（1969）は多くのクジラ類から見出されるＤＪαル

αe"⑫zeγαｅと人由来のＤ、ｇｍＭｉｓの標準型に関して

は形態的特徴が良く一致することは認めているが，幼弱

型や超大型のものについては検討すべき問題が多分に残

っており，また諸外国からの報告から考えても今直ちに

Ｄ、９７α"`ｉｓをＤ、６aJae7zqPrc7acのSynonymと出

来る程の確証はないので，今後の比較検討の必要がある

ことが強調されている．このように現段階ではその分類

には幾多の解決されざる問題があるが，生殖器組数，生

殖器の間隔，生殖孔の位置，生殖孔乳頭の有無，卵殼

の厚さ，縦走筋層の性状からKamoandMiyazaki

(1971）の示したＭａｃ"oPZcrae型DjiPZogo"”olws

属条虫であることは確実である．しかし今回の虫体につ

いては，．ｇγα"α/ｓ並びにＤ、Ｍａｃ"OPzcrac両者の

形態上の基準の問題が解決するまではこの種の条虫につ

いては一応，．ｇγαＭ/ｓとして取り扱うという前島ら

(1969）の見解にもとづいて本虫も，.ｇγαｍｉｓと同定

した．

本虫の感染源に関しては疫学的な調査の結果，イワシ

考察

Ｄ/PJogoll”olwsL6nnberg，1892属条虫は多くの海

産哺乳動物から約10種類が報告されているが，日本にお

ける報告は人体及びコイワシクジラ（加茂ら，1966,但

し加茂ら，1969はその後，先の報告でコイワシクジラの

複殖門条虫を，.ｇγα"αｉｓとして取り扱ったことを改

め，「完全に一致しない特徴を示す虫体をＤ・ｇｍＭｉｓ

と同定することは無理があり，現段階ではＤ、Ｍａｃ‐

，zopteγαｅの幼弱形としておく方が混乱が少ないと考

える」としている）から報告されている大複殖門条

虫（，.ｇγα"肋（Blanchard，1894))，福岡複殖門条虫

(，.／1Mｈ灘o肋e"sisKamoandMiyazaki，1970）及び

KamoandMiyazaki（1971）により，．ｓp、として報

告された種類，そして日本海沿岸及び釜石でそれぞれ捕

獲されたコイワシクジラ（岩田，1940）及びイワシクジ

ラ（Yamaguti，1942）から大複殖門条虫と形態上極め

て類似している鯨複殖門条虫Ｄ・Ｍａｃ'mpZeγαｅＬ６ｎ‐

nberg，1892が報告されている．

ところが大複殖門条虫と鯨複殖門条虫にはその異同に

ついて幾つかの見解が報告されている．

そもそも大複殖門条虫は1894年Blanchardが飯島・

栗本（1894）の報告によるBoZAγioC⑫Aα血Ｓｓｐ．と

Krabbe（1865）の報告によるBoZ/irioc"んα此"ｚ九‐

Sc/αz"ｓ及び，．ＵαγｉａＭｉｓとが同一属であることを指

摘し，新属Ｋγa66eaを設け，大複殖門条虫Ｋγa66ea

gl-α"肋Blanchard，1894としたことに始まる．

（６９）
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類を主体とする沿岸漁業の中心漁場に面した地域に患者

が多いこと，またそれらの患者の多くが，イワシ，サ

バアジ，カツオ，ハマチ，イカ等を生食しており，

DjiPZogo"”oγ"ｓ属条虫が海産哺乳動物から見出され，

中でも，.ｇγα〃ｉｓの寄生が報告されている日本海産

コイワシクジラの食性がイワシ，コウナゴ，タラ，スケ

ソウダラ，ホッケ，サンマ，サバ，イカ等であること

(西脇，1965）などの点から感染源としてはイワシ類を

中心とした魚類がその発見の当初から考えられている

(三浦，1937°；加茂，1969゜；Ｋａｍｏｅｒα/，1971)．

神奈川県からの大複殖門条虫の感染者は藤沢・金子

(1957）による藤沢市在住の３９歳の男性からの報告が唯

一のものであり，アジ，イワシが感染源として最も疑わ

しいと述べている．今回の症例も常時魚類（アジ，カツ

オ，シラス等）を生食しており，特にその感染の時期と

考えられる虫体排出の20日程前に三宅島でハマチ，クロ

ダイ等の刺身を食べているが，現段階ではその感染源を

断定するにはいたっておらず，今後は魚類の側からの追

試も極めて重要な問題と考えている．

感染後の症状には全身倦怠，眩量発作，栄養低下，腹

部膨満，悪心，嘔吐，腹痛，下痢，便秘等多くの消化器

症状のあることが報告されているが(森下，1962)，本症

では下痢症状が最もみるべき症状であった．しかも，こ

の下痢はかなり激しく，自然排虫前から駆虫日まで毎

日，必ず数回にわたっており，現在迄著者らが経験した

広節裂頭条虫症あるいは無鉤条虫症患者の症状発現に較

べて極めて強烈な感を与えた．

大複殖門条虫の駆虫に対しては従来種々の駆虫薬（カ

マラ，ピチオノール，アテブリン等）が使用されてお

り，抗生物質による駆虫例もＹａｍａｎｅ（1977）による

山陰地方における第11例目にクロラムフェニコールを用

いた例はあるが，硫酸パロモマイシンを用いた例は報告

されていない．

今回は硫酸パロモマイシンを30分間隔で３回に分服投

与した所，投薬４時間後に4.1ｍ，更に１時間後に１ｍ

の虫体排出を見，１カ月後の問診並びに糞便検査でも虫

体や虫卵を見出すことが出来ず，下痢症状もその後は全

くみられなかったことは，本虫の完全駆虫が行われたも

のと解釈され，硫酸パロモマイシン錠が広節裂頭条虫，

無鉤条虫（影井・林，1979)，有線条虫（Huchisonand

Martin，1980,大友ら，1981）以外に大複殖門条虫に対

しても駆虫効果のあることが立証された．

ただ本剤使用の場合，虫体前半部の融解により，頭節

を発見することが極めて困難であり(影井・林，1978)，

今回も頭節を見出すことは出来ず，完全駆虫の確認には

若干の日時を要するという問題点がある．

以上の様に，本剤は未熟片節がかなり融解された状態

で排出されていることから，本虫の作用機序が，虫体頭

部の融解による損傷で虫体が宿主腸壁への固着能力を失

い，排出されるものと解釈されているが，その点に関し

ては現在検討中で，稿をあらためて報告したい．

なお本症例は神奈川県における大複殖門条虫症の第２

例目である．

おわりに

神奈川県平塚市在住の51歳の男性が激しい下痢を伴っ

て条虫体節の排出を見，近医で広節裂頭条虫症と診断さ

れ，硫酸パロモマイシンによる駆虫を行った所，頭節を

欠く約5.1ｍの成熟虫体一条を得たので，圧平標本，各

方向からの連続切片による詳細な形態的観察を行い，検

討を加え，大複殖門条虫Ｄ秒Jogo"⑫o,ｗＳｇｒα"ｺﾉｓと

同定し，その形態学的特徴と共に報告した．本患者はそ

の後１カ月目の検査によっても虫体，虫卵の排出をみて

いないので，硫酸パロモマイシンにより完全駆虫が行わ

れたものと解釈された．

本症例は神奈川県における大複殖門条虫症の第２例日

である．

稿を終るに臨み種々の臨床検査にたずさわって下さい

ました東京都予防医学協会の三瓶孝明検査研究課長，並

びに硫酸パロモマイシンを分与して頂いた協和醗酵工業

株式会社に感謝申し上げます．

なお本論文の要旨は第４１回日本寄生虫学会東日本大会

において報告した．

文献

1）Delyamure，ＳＬ（1968）：Helminthfauna
ofmarinemammals（EcologyandPhylog‐

eny)．Ｅｄ、byKLSkrjabin、Translated
fromRussianJersalem、174-180.

2）藤沢俊雄・金子義一(1957）：神奈川県で発見さ

れた大複殖門条虫症の１例．寄生虫誌，6,37-39.

3）Hutchison，Ｗ、ＥａｎｄＪ．Ｂ、Martin（1980）：

A化soceslfolraes（Cestoda）ｉｎａｃｈｉｌｄｉｎＭｉｓｓ‐

issippitreatedwithParomomycinsulfate

（HumatinR)．Ａｍ．』．Trop、ＭｅｄＨｙｇ、２９

(3)，478-479.

4）Ijima,ＬａｎｄＴ､Kurimoto（1894）：Ｏｎａｎｅｗ

ｈｕｍａｎＴａｐｅｗｏｒｍ（BorAγiocGPAa血ＳＳＰ)．

Ｊ・ＣｏＬＳｃｉ・Ｉｍｐ・Ｕｎｉｖ、Tokyo、6,371-385.

（７０）



4６１

５）岩田正俊(1940）：大複殖門条虫と鯨条虫．大阪

医事新誌，１１，１－８．

６）岩田正俊(1965）：大複殖門条虫と鯨条虫との形

態比較．寄生虫誌，14,365-366(会)．

７）岩田正俊(1965）：大複殖門条虫DiPJogolzOPo‐

７２`ｓｇｒａＭｉｓ（Blanchard，1894）Liihe，1899は

鯨条虫Ｄ・ｂａＺａｅ"”Zc7aeL6nnberg,１８９２とす

べきである．動物分類学誌，３，２０－２４．

８）影井昇・林滋生(1979）：抗条虫剤としての

Aminosidine・診療と新薬，１６(11)，2807-2817.

9）加茂甫･岩田正俊･初鹿了･前島条士(1966）：

コイワシクジラに多数寄生せる大複殖門条虫に

ついて．寄生虫誌，15,573-574.

10）Ｋａｍｏ,Ｈ､,Hatsushika，Ｒ､，Yamane，Yand
Nishida，Ｈ・（1968）：DjPZogo"OPorZ`ｓｇｍ"‐
ａｉｓｆｒｏｍｍａｎｉｎｔｈｅＣｏａｓｔａｌａｒｅａｏｆｔhe

JapanSeaYonagoActaMedica、12,183-
191.

11）加茂甫･岩田正俊･初鹿了･前島条士(1969）：

コイワシクジラに多数寄生せる複殖門条虫につ

いての再検討．寄生虫誌，１８，３４５(会)．

12）加茂甫(1969）：大複殖門条虫に関する研究．

寄生虫誌，18,333-337.

13）Ｋａｍｏ，Ｈ・andLMiyazaki（1970）：Ｄ秒Zog‐

。"”o,ＷＳか肋oえαe"szssp、nov．（Cestoda：
Diphyllobothriidae）ｆｒｏｍａｇｉｒｌｉｎＪａｐａｎ・
JapaneselParasit、１９(6)，635-644.

14）Ｋａｍｏ，Ｈ・andLMiyazaki（1971）：Acase
ofhumaninfectionwithunknoｗｎｓｐｅｃｉｅｓ

ｏｆＤｉｐＺｏｇｏ"OPOγ"ｓｉｎＪａｐａｎ・YonagoActa

Medical5(2)，55-60.

15）Ｋａｍｏ，Ｈ､，RHatsushikaandY、Ｙａｍａｎｅ
（1971）：DiplogonoporiasisandDiplogonadic
CestodesinJapan，YonagoActaMedica．

15,234-246.

16）栗本東明(1901）：新条虫「ヂプロゴノポールス．

グランヂス」に就て．東京医学会誌，１５，１－１０．

１７）前島条士・山根洋右・関竜太郎・木村禎宏・本

田脩(1969）：山陰地方における大複殖門条虫

寄生の第６例．寄生虫誌，18,580-584.

18）三浦雛二(1937）：大複殖門条虫の形態に関する

補遺．長崎医学会誌，15,2379-2392.

19）森下章(1962）：日本における寄生虫学の研究，

Ⅱ323-346，目黒寄生虫館．

20）西脇昌治(1965）：鯨類・鰭脚類．東京大学出版
〃ムー
ー●

21）大友弘士・日置敦巳・伊藤亮・影井昇・三

浦清・奥山牧夫・梶田和男(1981）：本邦にお

ける有線条虫の第１３症例に対するアミノサイジ

ンによる治験．寄生虫誌，３０(増)，121(会)．

22）Rausch，Ｒ・Ｌ（1964）：StudiesｏｎｔｈｅｈｅＬ
ｍｉｎｔｈｆａｕｎａｏｆＡｌａｓｋａ・XLLObservation

oncestodesofthegenusDjPZogo"”o7ws

L6nnberg（Diphyllobothriidae)．Canad．Ｊ・

Zoo1.42,1049-1069.

23）Stiles,ＣＷ・ａｎｄＬＴａｙｌｏｒ（1902）：Anadult
cestode（ＤやJogo"”olwsgrα"伽)whichmay

possiblyoccurinreturningAmericantroopS
U．Ｓ・BureauofAnimallndustreis・Bull、

３５，４７－５６．

２４）Yamaguti，Ｓ、（1942）：ＳｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅｈｅＬ
ｍｉｎｔｈｆａｕｎａｏｆＪａｐan．ⅡＰａｒｔ４２．Cestodes

ofmammals．ⅡPublishedbyauthor、1-18.

25）Yamane，Ｈ､，JMaejima，Ｓ・ＹａｚａｋｉａｎｄＳ・

Fukumotｏ（1977）：Additionalllcasesof

DiplogonoporiasisinSaninDistricts・Yon-

agoActaMedica、２１(1)，19-25.

（７１）



[Jap. J. Parasit., Vol. 30, No. 5, 457-465, Oct., 1981J

i Abstract I

ON THE SECOND CASE OF DIPLOGONOPORIASIS GRANDIS DISCOVERED

IN KANAGAWA PREFECTURE AND ANTHELMINTHIC

EFFECT OF PAROMOMYCINE SULPHATE

Noboru KAGEI, Shigeo HAYASHI, Keiko KATO and Hideo MASU

(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan)

The second human case (51-year-old male) of infection with Diplogonoporus grandis

(Blanchard, 1894) from Hiratsuka City of Kanagawa Prefecture, Japan, was reported in this

paper, and its clinical symptoms were frequent diarrhoea and general fatigue for several

days.

He was admitted to our Institute with complaints of frequent diarrhoea and fatigue.

After the treatment with Paromomycine sulfate (a total of 50 mg/kg was given in three divided

doses), a mature strobila (about 5.1m in length and 21mm in width) was expelled from the

patient. Although we could'nt find a scolex due to the degeneration, the stool examinations

made one month after treatment were negative to the egg, and the complaints of the pa

tient disappeared, too. It indicated the therapeutic effect of Paromomycine sulphate on this

tapeworm.

The detailed morphological features of strobila were comparable to the characteristics

of D. grandis (Blanchard, 1894) by external and internal examinations of the proglottides.

These strobila were identified as those of the tapeworm belonging to the genus Diplogono

porus, by the characteristically short and broad proglottides and by the double set of genital

organs in each proglottid, and we identified the tapeworm as D. grandis, because it is difficult

to draw a sharp line between D. grandis and D. balaenopterae at the present stage of our

knowledge.

He likes to eat raw marine-fishes such as horse mackerel, bonito, yellow-tail, gilthead,

salmon and younger saldine, in the form of "Sashimi" (slices of raw fish). Accordingly, we

consider some of these fishes to be the source of infection.

One case had been so far reported by Fujisawa and Kaneko (1957) in Kanagawa Pref

ecture. Accordingly, the present case is the second case from Kanagawa Prefecture, Japan.
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ExplanationofPhotographs

Thewholeshapeofthefirstspecimen（about4.1ｍ）passedwithstool，aftertre‐
atmentwithParomomycinesulphate・

Thewholeshapeofthesecondspeciｍｅｎ（aboutlm）passedwithstooL

GravidproglottidesofD.ｇγα"伽（unfixedspecimens）（Scale：２ｃｍ)．

GravidproglottidesofD．ｇγα"cJisstainedwithMayer,shematoxylin（Scale：１ｃｍ)．

TransversesectionofgravidproglｏｔｔｉｄｏｆＤ．ｇγα"cJjS，showingcuticularlayer，vit‐
ellineglands（vg)，longitudinalmusclelayerandlaternervetrunk（nt）（Scale：
0.2ｍｍ)．

Transversesectionofthesameproglottid，showingvitellineglands，testes（t）and
cirrussac（Scale：１ｍｍ)．

Transversesectionthesameproglottid，showingvesiculaseminalis（vs)，ｅｇｇｓ（e）
andovary（o）（Scale：0.1ｍｍ)．

Transversesectionofthesameproglottid，showinglateralnervecord（Scale：

0.1ｍｍ)．

andlqTransversesectionofthesameproglottid，showingexcretorycanal（exc）

(Scale：９＝60β；１０＝30/Ｉ)．
and12．Sagittalsectionofthesameproglottid，showinguterus，cirrussac（Cs）and

vesiculaseminalis（vs）（Scale：0.5ｍｍ)．

ＥｇｇｓｏｆＤ．ｇ、"`/ｓｉｎｓｔｏｏｌ（Scale：００２ｍｍ)．

PosteriorpartsofmatureproglottｉｄｅｓｏｆＤ・ｇｒａＭ/sstainedwithMayer，shematox‐

ylin，showingthedegenerationbyParomomycinesulphate（Scale：５ｍｍ)．

AnteriorpartsofmatureproglottiｄｅｓｏｆＤ・gmMisstainedwithMayer,shematox‐

ylin，showingthedegenerationbyParomomycinesulphate（Scale：５ｍｍ)．
Transversesectionofimmatureproglottid，showingthedisadvantageofcuticular

layerwithmicrotrichesandperipheralmesenchyme（Scale：0.5ｍｍ)．
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